
 

☆あしたば通信のお約束☆
毎回、これをあしたばに提示する！
記事を書く人は、下記の約束を守る！

・フォント
「UDデジタル教科書体 NK-B」

・タイトル
「サイズ 14」

・本文
「サイズ 11」

巻頭コラム：「私」がえらぶ、あしたのデザイン

「頭と心を動かす、将棋の時間」

当施設では、利用者様同士が将棋を通じて交流を深めておられます。 駒を指す音が静か
に響く中、真剣な表情や思わずこぼれる笑顔が見られ、穏やかな時間が流れています。
将棋は集中力や判断力を使うため、認知機能の維持にも役立つ人気の活動です。 対局を
通じて自然と会話が生まれ、「今日はどちらが勝つかな」「やられたなあ」といった声が飛
び交い、笑顔が広がっています。
勝っても負けても、皆さまが楽しそうに過ごされている姿が印象的で、これからも心と頭の
体操として続けていただけるよう、スタッフ一同応援しています。

「ちょっとやってみようかな」という方、大歓迎です。 将棋が得意な方も、これから覚えたい方
も一緒に楽しめます。 ぜひ一度、気軽にのぞいてみてください。

「私」がえらぶ、あしたのデザイン
第2回： 「できない」の先にある「やり方」を見つける
爽やかな風に若葉が揺れる、清々しい季節となりました。先月号では、新連載のスタートにあたり、「本当の自立とは、たとえ手助けが必要な場面があっても、自分の生活を
『自分で決めること』にある」というお話をさせていただきました。今月は、その「自分で決める」を一歩深めて、私たちが直面しがちな「できない」という壁をどう乗り越え、
自分らしい暮らしをデザインしていくかについて考えてみたいと思います。
5月のテーマは、**「『できない』の先にある『やり方』」**です。
年齢を重ねたり、病気や怪我を経験したりすると、それまで当たり前にできていたことが難しくなる瞬間に立ち会うことがあります。特に多くの方が不安を感じるのは、足腰の
力が弱まり、「独歩（手助けや道具なしで歩くこと）」が難しくなってきたときではないでしょうか。「以前のように歩けないから、もう一人で外出するのは諦めよう」「庭の手入
れも、近所の方との立ち話も無理だ」と、外の世界との繋がりそのものを断ってしまいそうになる。そんな経験はありませんか？
しかし、ここで立ち止まって考えてみてほしいのです。大切なのは「道具を使わずに歩くこと」そのものでしょうか？ それとも「行きたい場所へ行き、会いたい人に会い、自分ら
しくあり続けること」でしょうか。
リハビリテーションの世界では、身体の機能を回復させることだけが目的ではありません。もし身体的な制限があっても、「道具や環境を整える」ことで、それまで担ってきた
大切な役割や生活を継続することができます。これこそが、私たちが提案したい「あしたのデザイン」です。
例えば、独歩が不安定になってきたのであれば、今の自分にぴったりの杖や歩行器という「道具」を相棒に選んでみる。長い距離を移動するのが不安なら、車椅子を活用し
たり、バリアフリーなルートをあらかじめ確認するという「環境」の整え方を学んでみる。あるいは、移動支援サービスという「社会資源」を賢く活用する。
これらは決して、「できなくなったこと」を数える後ろ向きな姿ではありません。むしろ、今の自分に最適な「やり方」を自ら選び直し、自由をさらに広げようとする、とても賢く
前向きな決断なのです。
「できない」という壁にぶつかったとき、その先には必ず別の「やり方」が存在します。一人で何でもこなすことだけが自立ではなく、適切な道具を使い、時には周囲の手を借
りながら、自分の人生の主導権（ハンドル）を握り続けること。その小さな「自己決定」の積み重ねが、生活に彩りを与え、心身の活力へと繋がります。
ケアポート栗東のスタッフは、皆さまが「こうしたい」と願う想いを形にするための「伴走者」です。もし、「歩けないから、もう無理かもしれない」と諦めかけていることがあれ
ば、ぜひ私たちに教えてください。身体の機能を高める**「練習」**はもちろん大切ですが、それと同時に、どうすれば今の皆さまの状態で「やりたいこと」が実現できるか、
一緒に知恵を絞り、生活の環境をデザインしていきましょう。
私たちは「させられる訓練」ではなく、皆さまが主体的に、より良い暮らしを獲得していくための**「練習」**を応援します。練習の過程で、自分に合った道具や環境を見つけ
ることができれば、それはもう立派な「自立」への一歩です。
「できない」の先には、まだ見ぬ新しい「やり方」と、それを乗りこなす「新しい自分」が待っています。この5月、あなたらしい「歩み方」を、私たちと一緒に見つけてみません
か。

第2回： 「できない」の先にある「やり方」を見つける
道具は「自由」の翼

爽やかな若葉の季節となりました。先月号では、「本当の自立とは、たとえ手助けが必要な場面があっても、自分
の生活を『自分で決めること』にある」とお伝えしました。今月はその「自己決定」を一歩深め、直面しがちな「でき
ない」という壁の乗り越え方を考えてみたいと思います。

5月のテーマは、「『できない』の先にある『やり方』」です。
足腰の力が弱まり、一人で歩くのが難しくなると、「外出を諦めよう」「庭の手入れも無理だ」と、社会との繋がりを
断ちそうになるかもしれません。しかし、ここで立ち止まって考えてみてください。大切なのは「道具なしで歩くこと」
でしょうか？ それとも「行きたい場所へ行き、自分らしくあり続けること」でしょうか。
リハビリテーションの目的は、身体機能の回復だけではありません。たとえ制限があっても、「道具や環境を整え
る」ことで、大切な役割や生活を継続することができます。これが私たちの提案する「あしたのデザイン」です。
例えば、杖や歩行器を相棒に選ぶ。車椅子を活用したり、移動支援サービスを賢く使ったりする。これらは決して
「できなくなったこと」を数える後ろ向きな姿ではありません。むしろ、目的を果たすために最適な手段を自ら選び
直し、自由を広げようとする「賢く前向きな決断」なのです。適切な道具を使い、周囲の手を借りながら人生の主
導権を握り続けること。その積み重ねが、生活に彩りと活力を与えます。
ケアポート栗東のスタッフは、皆さまの想いを形にするための「伴走者」です。私たちは「させられる訓練」ではなく、
皆さまが主体的に、より良い暮らしを獲得していくための「練習」を応援します。練習の過程で、自分に合った道具
や環境を見つけることができれば、それはもう立派な「自立」への一歩です。
「できない」の先には、まだ見ぬ新しい「やり方」と、それを使いこなす「新しい自分」が待っています。
この5月、あなたらしい「歩み方」を、私たちと一緒に見つけてみませんか。

駒の音にワクワク！今、将棋がアツいんです！

近頃通所リハでは「将棋」が流行中！「今日はないんか？」と尋ねられたり、自ら用意をして駒を並べだす方も。
「次はどう指そうかな？」と頭をフル回転させる時間は、最高の脳トレ！集中力アップはもちろん、対局中の「あ
ちゃ〜！」「一本取られた！」なんて笑い声が、フロアを明るく元気にしてくれています。

「ルールを知らないし…」という方もご安心ください！ 
優しいベテラン勢が「これはこう動くんだよ」と楽しく指南してくれるので、未経験からのスタートも
大歓迎です。
勝って嬉しい、負けても楽しい。そんな「心と頭のスポーツ」を一緒に楽しみませんか？
メンバー一同、あなたの参戦をお待ちしています！



今月のきらりさん

5 月 の 予 定 理髪日のお知らせ

フィール  → 18日（月）・29日（金）

※午後からの施術となります。

きれいや →  12日（火）・21日(木)・30日（土）

※午前中の施術となります。
※散髪ご希望の方は予約が必要となりますので事前に
お知らせ下さい。

第2週目（4日～9日）  体重測定

 喫茶音楽リクエスト週間

第4週目（18日～23日）喫茶週間

・乳牛の牛乳と 肉牛の牛肉を ギューギュー詰め込んだ
・トマト 豚カツ 豚骨 トン汁
＊ 昼食前に、口腔体操の一環で行っています。ご自宅でも是非！

今月のきらりさんは、白川弘子さんです！

職員の入職・異動に伴うご挨拶

※5月の休業日のお知らせ
5月5日(火)

OTの木村です。私の日常で感じた一コマを書かせれ
頂きます。５歳の息子は最近よく「なんで〇〇なの？」と
疑問を口にしています。改めて聞かれると答えられない
ことも多々あり、その都度一緒に調べています。先日は
「なんでマグロは赤いの？」と聞かれ調べたのですが、
マグロの赤身は筋肉中の色素タンパク質の量で、長距
離を回遊する魚の特徴なようです。息子の疑問は何に
でも純粋に興味を持つことで出てきており、私も今まで
「それはそういうもの」としか考えていなかったことが、
息子の些細な疑問から初めて知ること、学ぶことが日
頃多くあります。興味があれば疑問が出てきて、それを
解決するために行動に移す、そうするとまた新たな発見
があるかもしれません。何事も当たり前だと思わずに、
興味の幅を広げて、私自身も何故？といった姿勢を大
事にしていきたいなと感じました。
ちなみにマグロは泳ぎ続けないと死んでしまう魚のよう
です。何故だかご存じでしょうか？もし興味があれば調
べて頂くか、木村まで聞いてもらえればと思います。

今回の「きらりさん」は白川弘子さんです。 
白川さんはこれまで、調理・洗濯といった家
事から買い物、ガーデニングまで、身の回り
のことを自立して行えるよう、着実に活動の
幅を広げてこられました。
最近ではセニアカーも活用され、屋外での
行動範囲がさらに広がっています。以前通
われていた理髪店へも、ご自身で出向いて
散髪ができるようになりました。取材時には、
日頃の熱心なリハビリの成果が表れ、外出
先での杖歩行もとても安定しておられました。
また、気候が良くなってきたこともあり、
「もっとガーデニングを充実させたい」と意
欲的にお話しされていました。
これからも白川さんが「やりたいこと」を実
現できるよう、職員一同、全力で応援してま
いります。

新しいところへ行く際には、担当
のリハビリ職員と安全なルートを
確認しながら、活動範囲を拡大し
ておられます！

4月より、デイに異動になりました介護福祉士の久住呂わかなです。実は以前はデイで働
いており、数年前２階棟に異動になり、またこちらに戻ってきました。私がいた頃とご利用者
様の顔ぶれも随分変わっておりますので、皆様とたくさんお話してお互いのことを知ってい
けたらと思っております。どうぞよろしくお願いいたします。

はじめまして。４月１日より介護福祉士として働くことになりました片岡康弘です。
幼少からここ栗東市で育ち、今も暮らしています。地元で働く喜びを感じながら一日も早く
仕事を覚え、皆様のお力添えできるよう頑張る所存です。どうぞよろしくお願いいたします。

4月20日より送迎運転手として入職した山口満です。長年システム開発の現場で複雑な
課題に向き合ってきた経験を活かし、安全運転はもちろん、車内での細やかな気配りにも尽
力する所存です。安全第一の実績を積み重ね、利用者様やご家族の皆様に信頼いただける
ドライバーを目指します。至らぬ点もあるかと思いますが、ご指導のほどよろしくお願い申し
上げます。
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